
会
　
報

照
和
四
十
一
年
度
大
会

　
昭
和
四
十
一
年
度
大
会
は
、
予
定
通
り
、
十
一

月
一
日
（
火
）
・
二
日
（
水
）
両
臼
に
開
催
し
た
。

第
一
日
見
学
会
は
、
予
定
通
り
〃
山
辺
の
道
を
た

ど
る
”
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
山
辺
道
の
真
上
に
あ

る
東
大
寺
山
古
墳
を
皮
切
り
に
、
天
理
参
考
館
内

の
同
出
土
品
、
石
上
神
社
（
七
支
刀
見
学
）
、
大
三

輪
神
社
・
談
由
神
社
・
聖
林
寺
を
巡
回
し
た
。
京

都
大
学
助
教
擾
上
田
正
昭
・
天
理
大
学
助
教
授
金

関
恕
両
氏
の
懇
切
な
解
説
と
楕
ま
っ
て
、
古
き
大

気
の
史
跡
と
風
光
を
満
喫
し
た
。

　
第
二
臼
総
会
及
び
公
開
講
演
は
、
午
後
一
時
よ

り
京
都
大
学
楽
友
会
館
に
お
い
て
麗
催
。
総
会
は
、

羽
田
明
理
事
の
司
会
に
よ
り
、
佐
伯
蜜
常
任
理
事

よ
り
会
務
・
会
計
報
告
を
行
な
っ
た
。

　
公
開
講
満
は
、
大
阪
市
立
大
学
教
擾
藪
内
芳

彦
・
京
都
大
学
教
授
長
広
敏
雄
両
氏
に
よ
り
、
次

の
通
り
行
な
わ
れ
た
。

ポ
リ
ネ
シ
ア
の
土
地
制
度

藪
内
　
芳
豫
氏

　
一
九
六
〇
年
と
一
九
六
五
年
に
お
け
る
西
部
ポ

リ
ネ
シ
ア
の
実
地
調
査
の
資
料
に
基
ず
い
て
、
ト

ン
ガ
、
サ
モ
ア
、
フ
《
ジ
！
の
土
地
制
度
に
視
占
…

を
お
き
な
が
ら
、
さ
ら
に
文
献
を
介
し
て
全
ポ
リ

ネ
シ
ア
の
土
地
制
度
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
論

じ
た
。
こ
の
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
、
メ
ラ
ネ
シ

ア
お
よ
び
ミ
ク
窟
ネ
シ
ア
の
土
地
制
度
に
も
雷
及

し
た
。

　
ポ
リ
ネ
シ
ア
ひ
い
て
は
太
平
洋
諸
島
の
土
地
制

度
を
論
ず
る
に
当
っ
て
は
、
と
く
に
家
族
制
度
お

よ
び
親
族
集
翔
の
懸
造
の
認
識
が
必
要
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
島
々
で
は
、
一
般
に
最

近
ま
で
、
ま
た
今
日
も
、
土
地
は
し
ば
し
ば
家
族

に
よ
っ
て
、
蒔
に
は
氏
族
に
よ
っ
て
共
同
に
所
有

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ト
ン
ガ
で
は
、
サ
モ
ア
や
フ
ィ
ジ
ー
と
は
異
っ

て
、
土
地
は
す
べ
て
王
に
属
し
、
そ
の
下
で
土
地

は
皇
族
、
貴
族
、
マ
タ
プ
レ
（
代
弁
酋
長
）
お
よ
び

政
府
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
、
平
民
で
土
地
を
所
有

す
る
者
は
な
い
。
但
し
男
子
が
一
六
歳
に
な
る
と

響
動
眞
耀
聾
信
証
槻

で
き
る
。
ト
ン
ガ
で
は
、
一
七
世
紀
の
タ
ス
マ
ン

や
一
八
世
紀
末
の
ク
ッ
ク
や
ラ
・
ペ
ル
ー
ズ
の
報

告
に
よ
っ
て
、
農
地
は
各
家
族
（
冨
駐
σ
Q
㊤
）
に
割

当
て
ら
れ
、
家
麗
は
そ
の
中
に
位
置
し
、
条
理
正

し
い
散
村
形
態
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
六
歳
以
上
の
男
子
に
た
い
す
る
割
当
地
制
度
は

一
九
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
の
顧
問
の
指
導
に
よ
ウ

て
確
立
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
サ
モ
ア
で
は
、
農
地
は
家
族
（
巴
β
σ
q
斜
）
の
長
マ

タ
イ
（
ヨ
麟
け
鉱
）
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
が
、
マ
タ

イ
自
身
の
思
惑
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
を
処
分
し
う

る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
の
で
、
厳
密
な
意
味
で

は
彼
の
欄
人
的
財
産
と
は
い
え
な
い
。
農
地
と
宅

地
以
外
の
森
林
地
は
す
べ
て
村
（
属
託
）
の
共
有

地
で
あ
り
、
村
人
な
ら
ば
誰
で
も
そ
こ
を
自
由
に

拓
い
て
自
分
の
農
地
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
農
．

地
の
開
拓
の
た
め
に
家
族
中
に
若
干
数
の
男
子
労

働
力
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
長
く
拡
大
家

族
を
温
存
せ
し
め
て
き
た
。
村
に
よ
っ
て
は
す
で

に
開
拓
の
余
地
の
な
い
も
の
も
あ
り
、
こ
の
場
合

に
は
、
も
は
や
薪
し
い
マ
タ
イ
の
発
生
と
、
そ
れ

に
と
も
な
う
新
し
い
独
立
の
家
族
の
発
生
の
余
地

は
な
い
。

　
フ
ィ
ジ
…
で
は
、
土
地
所
有
の
単
位
は
、
場
所

に
よ
っ
て
は
家
族
、
ト
カ
ト
カ
（
8
ズ
鉾
。
財
即
）
、

あ
る
い
は
氏
族
、
マ
タ
カ
リ
（
露
鋒
㊤
ゆ
僧
ε
で
あ

る
が
、
土
地
噺
有
の
構
造
は
一
麟
累
層
的
で
あ
る
。

た
と
え
ば
マ
タ
カ
リ
の
土
地
が
外
国
人
に
借
地
さ

れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
地
代
が
い
か
に
配
分
さ
れ

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
の
中
に
、
そ
の
累
層
性
が

明
ら
か
に
よ
み
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
集
め
ら
れ
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患学界消

た
地
代
の
二
五
パ
～
セ
ン
ト
が
地
代
を
集
め
る
機

関
の
費
用
と
し
て
控
除
さ
れ
、
残
余
の
五
パ
ー
セ

ン
ト
は
ヴ
ァ
ヌ
ア
（
く
二
巴
2
種
族
《
轟
く
轟
9
》
の

連
合
体
）
の
長
へ
、
一
〇
パ
…
セ
ン
ト
は
ヤ
ヴ
サ

の
長
へ
、
一
五
パ
～
セ
ン
ト
は
マ
タ
カ
リ
の
長
へ
、

そ
し
て
集
め
ら
れ
た
全
地
代
の
五
二
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
が
マ
タ
カ
リ
の
メ
ン
バ
ー
へ
配
分
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
さ
て
、
ト
ン
ガ
で
は
農
地
は
す
で
に
個
人
的
に

用
益
権
が
割
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
サ
モ
ア
や
ト

ン
ガ
に
お
い
て
も
、
植
民
地
支
配
国
の
共
岡
主
義

か
ら
個
人
主
義
へ
の
政
策
と
、
　
一
方
、
世
界
経

済
の
波
動
の
濃
密
化
を
通
じ
て
、
個
人
的
農
地

が
出
現
し
つ
つ
あ
る
。
サ
モ
ア
の
タ
ウ
レ
ア
レ
ア

（
霞
巳
。
巴
。
騨
マ
タ
イ
以
外
の
青
年
男
子
）
の
個

人
的
農
地
、
フ
ィ
ジ
ー
の
ガ
ラ
ラ
（
σ
q
鈴
銑
2
自

由
の
意
、
独
立
農
民
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
く
に

フ
ィ
ジ
ー
で
は
、
上
述
の
土
地
支
配
の
三
層
構
造

の
下
で
ガ
ラ
ラ
の
発
生
に
た
い
し
て
厚
い
壁
が
あ

る
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
三
〇
年
以
来
ガ
ラ
ラ
の

発
生
が
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
ガ
ラ
ラ
た
ら
ん
と

す
る
者
は
自
己
の
所
属
す
る
共
同
体
（
村
）
に
た

い
し
て
転
換
料
金
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
サ
モ
ア
に
お
い
て
は
、
森
林
を
タ

ウ
レ
ア
レ
ア
が
開
拓
し
た
場
合
、
そ
こ
は
彼
の
農

地
と
し
て
認
め
ら
れ
る
が
、
マ
タ
イ
の
土
地
と
は

異
っ
て
、
土
地
裁
判
所
に
登
記
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
し
ょ
せ
ん
た
ん
な
る
用
益
権
に
す
ぎ
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
億
人
的
盤
地
の
発
展
が
見
ら
れ

る
が
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
を
全
体
と
し
て
眺
め
る
と
、

家
族
ま
た
は
親
族
集
団
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
集

団
の
所
有
す
る
土
地
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
、

ト
ン
ガ
の
犀
巴
コ
q
q
P
サ
モ
ア
の
ρ
ヨ
σ
Q
㊤
（
サ
モ

ア
語
で
は
k
の
発
言
は
消
え
る
）
系
の
用
語
が
広

く
ポ
リ
ネ
シ
ア
一
円
に
見
ら
れ
る
点
に
、
ポ
リ
ネ

シ
ア
の
基
本
的
な
土
地
所
有
の
共
通
性
が
認
め
ら

れ
る
。
カ
イ
ン
ガ
と
は
火
を
も
や
す
と
こ
ろ
の
意

で
あ
る
。

　
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
は
、
血
筋
が
男
系
を
通
じ
、
土

地
も
男
系
を
通
じ
て
相
続
さ
れ
る
父
系
・
父
権
社

会
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
と
く
に
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
問
の
メ
ラ
ネ
シ
ア
で
は
、

血
筋
は
女
系
を
通
じ
、
土
地
は
ヴ
ァ
ス
ウ
（
毒
。
，
罫

・・

K
け
巽
、
ω
ω
o
ε
に
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
明
確

な
相
違
を
示
し
て
い
る
。

　
現
在
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の

強
行
し
た
土
地
制
度
の
改
革
を
通
じ
て
、
完
全
に

個
人
的
土
地
所
有
に
解
体
し
、
し
か
る
の
ち
に
土

地
の
ほ
と
ん
ど
が
外
来
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
手
中
に

帰
し
て
し
ま
っ
た
ハ
ワ
イ
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
を
一
方
の
極
と
し
て
、
い
ま
な
お
輩
因
に
共

同
体
的
土
地
所
有
を
持
続
し
て
い
る
、
た
と
え
ば

ク
ッ
ク
諸
島
の
プ
カ
プ
カ
島
を
他
端
の
極
と
し
て
、

そ
の
闘
に
、
土
地
所
有
の
種
々
の
変
化
形
態
が
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
（
藪
内
芳
彦
）

三
朝
画
象
石
の
問
題
点

長
広
敏
雄
氏

　
六
朝
時
代
に
は
多
く
の
す
ぐ
れ
た
画
家
が
あ
ら

わ
れ
、
絵
画
に
つ
い
て
の
深
遠
な
美
学
が
す
で
に

う
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
有
名
画
家

の
作
品
の
み
な
ら
ず
、
中
級
下
級
の
作
贔
さ
え
も

消
滅
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
と
い
う
認
識
の

上
に
、
六
朝
絵
画
史
学
は
ど
う
い
う
風
に
し
て
成

立
さ
せ
う
る
の
か
。

　
こ
の
よ
う
な
悲
劇
的
情
況
の
も
と
に
、
私
に
と

っ
て
、
考
え
う
る
方
法
は
、
六
朝
画
象
石
の
様
式

史
的
究
明
で
あ
る
。
そ
れ
を
支
え
る
も
の
は
、
三

絶
之
・
宗
嫡
・
謝
赫
な
ど
の
発
想
で
あ
る
〃
上
か

ら
の
美
学
”
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
即
物
的
な

〃
下
か
ら
の
芸
術
学
”
だ
け
が
そ
れ
を
支
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
六
朝
画
象
石
が
、
こ
れ
ま
で
、
内
外
の
学
界
で

あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
い
く
た

の
困
難
が
そ
の
資
料
研
究
の
段
階
に
伏
在
す
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
う
い
う
問
題
点
に
鋭
い
メ
ス
を
入
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れ
る
こ
と
を
、
私
は
は
じ
め
た
。
一
九
六
六
年
九

月
、
渡
米
中
に
調
査
し
た
重
要
な
画
象
石
作
口
開
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
諸
問
題
点
を
指
摘
で
き
る
。

　
ω
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
布
ド
・
ヤ
ン
グ
晶
災
術
館
、

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
軸
炎
術
館
、
カ

ン
サ
ス
市
W
・
R
：
不
ル
ソ
ン
奨
術
館
の
北
朝
画

象
石
は
い
ず
れ
も
六
世
紀
の
作
身
と
推
定
さ
れ
る
。

北
魏
ま
た
は
北
斉
と
す
る
推
定
は
お
ほ
ま
か
で
あ

る
が
、
だ
い
た
い
み
と
め
て
よ
い
。
た
だ
し
ボ
ス

ト
ン
石
室
画
象
は
、
一
部
に
偽
刻
が
あ
る
。

　
②
北
朝
系
画
象
石
の
描
写
主
題
に
は
、
孝
子
伝

書
が
闘
を
ひ
く
。
次
に
費
族
宴
楽
図
、
出
行
図
。

鬼
神
図
、
四
神
図
。
ま
た
仏
教
説
謡
図
、
浄
土
函
。

特
色
と
し
て
は
山
播
、
樹
石
の
執
拗
な
く
り
か
え

し
、
な
ら
び
に
隙
問
の
な
い
地
間
充
壌
で
あ
る
。

人
事
へ
の
興
味
が
山
岳
・
樹
石
へ
の
興
味
に
圧
倒

さ
れ
て
い
る
。

　
③
北
朝
系
の
画
象
蓑
現
の
こ
の
よ
う
な
特
色
は
、

南
朝
の
原
型
を
模
倣
し
、
発
展
さ
せ
た
の
で
は
な

い
か
と
想
像
す
る
が
、
こ
れ
を
証
明
す
る
に
は
、

南
朝
宋
斉
継
代
の
遺
品
の
発
見
を
建
つ
ほ
か
な
い
。

　
ω
後
漢
纐
象
石
は
三
世
紀
初
頭
で
衰
え
、
北
朝

醐
象
石
の
現
存
吊
は
六
世
紀
を
遡
り
え
な
い
と
す

れ
ば
、
両
時
期
の
あ
い
だ
に
二
薔
五
十
年
以
上
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
ゐ
六
朝
絵
画
が
最
高
潮
に
達
し

た
東
晋
・
劉
宋
瓶
代
の
醒
象
石
が
発
見
さ
れ
な
い

こ
と
、
し
た
が
っ
て
南
京
西
善
橋
の
南
朝
墓
の
導

翔
画
〃
竹
林
七
賢
図
と
栄
啓
期
”
　
（
晋
宋
間
の
作

晶
）
の
存
在
は
き
わ
め
て
貴
重
な
こ
と
、
な
ど
は

も
っ
と
も
大
き
な
問
題
点
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
広
敏
雄
）

（
と
も
に
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

学
界
消
息

読
史
会
　
秋
畢
大
ム
澱

　
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
三
日
（
祝
）
午
前
九
時
半
～
集

後
五
時

於
　
京
大
文
学
部
第
一
講
義
室

　
平
家
物
語
の
成
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
赤
松
　
俊
秀

　
田
本
壌
業
史
に
お
砂
る
伏
」
浜
替
持
法
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
手
竜
海

　
佐
賀
藩
に
お
け
る
知
行
の
切
地
と
上
支
配
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
島
正
祥

　
「
圏
達
し
覚
繊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
中
　
誓
夫

阪
本
素
と
江
木
雪
水
　
　
　
　
　
大
月
　
明

　
日
本
の
対
韓
文
化
政
策
　
　
　
　
　
　
　
彰
　
沢
　
周

　
罠
士
よ
主
義
し
ょ
り
民
本
主
義
へ

　
一
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
転
換
i
松
尾
　
尊
莞

〈
特
励
報
告
〉

　
田
能
還
跡
発
掘
調
査
の
概
要
（
ス
ラ
イ
ド
使
絹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
川
　
行
弘

東
洋
史
談
話
会
　
大
会

昭
和
賜
十
「
年
十
　
月
三
緕
（
祝
）

五
時

事
京
都
大
学
法
経
第
七
教
室

漢
代
の
選
挙
に
つ
い
て

新
羅
の
穣
今
制
獲

午
前
九
時
～
午
後

永
田
　
英
正

井
上
秀
雄
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学界消息
唐
律
に
お
け
る
奴
碑
身
分
の
規
定
基
準
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
鳩
　
定
生

初
期
イ
ス
ラ
ム
時
代
エ
ジ
プ
ト
の
税
騰
に
お
け
る
ジ
ズ

　
や
に
つ
い
て

永
楽
膏
の
北
征
と
そ
の
背
景

萢
氏
義
田
に
お
け
る
清
末
の
小
作
捌
度

太
平
天
国
研
究
の
現
状
に
つ
い
て

別
転
の
研
究

清
水
　
　
誠

萩
原
　
淳
平

伊
原
　
弘
介

石
田
　
米
子

矢
野
　
主
税

両
税
法
の
実
施
状
況
に
関
す
る
落
干
の
問
題

　
一
唐
か
ら
宋
へ
の
展
望
の
た
め
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
用
　
　
学

田
代
の
陶
甕
器
彪
業
に
つ
い
て
　
　
　
　
愛
宕
松
男

西
洋
史
読
轡
会
　
大
会

昭
和
四
十
～
年
十
一
月
三
飯
（
祝
）
午
前
九
時
半
～
午

後
五
隠
半

於
京
都
大
学
楽
友
会
館

　
初
期
ア
テ
ナ
イ
の
海
運
事
情
と
ナ
ゥ
ク
ラ
リ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
山
　
　
宏

　
サ
ク
ソ
ン
時
代
の
封
建
領
霊
裁
朝
刊
権
…
と
王
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寓
沢
　
需
岸

　
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
を
め
ぐ
る
一
考
察

　
　
ー
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
と
領
主
　
裁
判
権
を
由
」
心
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
岡
敬
一
郎

　
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
リ
ュ
ー
ベ
ヅ
ク
法
都
市
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
作
男

ジ
；
・
デ
ラ
：
三
フ
ソ
ド
ラ
の
《
O
翼
ご
9
ぎ
邑
憂

　
象
σ
q
註
挫
葺
。
》
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
新
井
擬
一

分
癬
…
の
危
機
に
お
け
る
共
和
党
の
政
策
　
山
岸
　
義
夫

儒
条
帯
圏
の
形
成

一
現
代
ア
メ
リ
カ
の
コ
ソ
フ
ォ
ミ
ズ
ム
に
つ
い
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窓
邨
　
晃
佑

ズ
デ
t
テ
ソ
・
ド
イ
ツ
人
と
ク
ー
ス
ト
リ
ア
．
ス
ラ
ヴ

　
主
義
の
再
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
実
源
夫
郎

ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
と
七
月
危
機
　
　
篠
塚
敏
生

　
マ
ッ
ク
ス
■
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
ド
イ
ツ
史
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
寅
　
勤
ニ

　
ル
ソ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
革
A
脚
　
　
　
　
　
晶
剛
絹
占
八
次
沿
即

内
陸
ア
ジ
ア
研
究
会

　
　
〔
内
睦
ア
ジ
ア
研
究
所
（
羽
園
記
念
鶴
｝
）
〕
羽
田
記
念

　
館
は
京
都
大
学
名
瞥
教
授
故
羽
田
立
」
捕
紳
士
の
学
問
縫
目

　
績
を
記
念
し
内
陸
ア
ジ
ア
研
究
を
振
興
す
る
た
め
、
故

　
博
±
の
生
涯
の
友
で
あ
っ
た
三
鶴
海
霊
氏
を
理
事
長
と

　
す
る
三
島
海
雲
記
念
財
聞
の
寄
附
に
よ
り
建
設
さ
れ
た

　
も
の
で
あ
る
。

　
　
昭
和
四
十
一
年
四
月
、
京
都
大
学
に
寄
託
さ
れ
、
文

　
学
部
の
附
属
研
究
施
設
と
な
っ
た
。
そ
の
運
営
に
つ
い

　
て
は
、
文
学
部
に
運
鴬
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
に

　
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
「
五
体
清
文
鑑
訳
解
」

　
上
巻
を
発
刊
し
、
現
在
は
下
巻
を
印
刷
中
で
あ
る
。

　
例
会

六
月
九
績
　
　
於
羽
田
田
畠
記
念
館
（
以
下
隅
）

　
舌
グ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
社
会
史
序
説
　
　
　
間
野
　
英
二

六
門
月
一
二
十
n
ロ

カ
ル
ム
ヅ
ク
に
お
け
る
ラ
畷
教
受
容
の
駆
史
的
側
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
松
　
　
寛

九
月
二
十
九
日

　
佐
口
々
著
「
ロ
シ
ヤ
と
ア
ジ
ア
草
原
」
書
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷
あ
も
り

十
月
二
十
霞

　
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
臓
の
起
源
に
つ
い
て

　
　
一
特
に
そ
の
三
園
の
成
立
！
一
　
　
斎
藤
　
淑
子

十
二
月
三
日

　
中
世
ウ
イ
グ
ル
文
人
身
関
係
文
書
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
二
夫

十
二
月
八
日

　
イ
ス
ラ
ム
社
会
経
済
史
研
究
の
動
陶

　
　
一
第
二
次
大
戦
後
の
欧
米
を
中
心
と
し
て
f

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
　
誠

　
ヨ
；
ロ
ッ
パ
の
東
洋
学
そ
の
他
　
　
　
　
羽
田
　
　
明

　
内
陸
ア
ジ
ア
に
関
す
る
研
究
な
ら
び
に
討
論
の
大
ム
四

　
昭
和
圏
十
一
年
十
一
月
一
凪
（
火
）
於
羽
田
記
念
館

　
〃
北
ア
ジ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
史
研
究
の
現
状
と
課
題
〃

　
　
　
　
　
香
山
陽
坪
・
佐
口
　
　
透
・
内
顕
　
吟
風

　
　
　
　
　
護
　
　
雅
夫

入
文
地
理
学
会
　
大
会

　
昭
二
四
＋
一
年
度

　
　
帰
る
十
一
月
三
臼
か
ら
穴
日
に
か
け
て
、
日
本
地
理

　
学
会
と
共
催
で
行
わ
れ
た
。
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研
究
発
表
題
隠

　
一
般
研
究
発
表
（
十
一
月
三
臼
）

弓
ケ
浜
半
島
の
形
成
過
程
と
海
岸
侵
蝕
　
藤
原
　
健
蔵

屋
久
島
の
海
岸
段
丘
　
　
　
　
　
　
　
　
中
圃
　
　
高

本
州
西
端
地
域
の
海
岸
段
丘
と
地
盤
変
動
の
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
忠
興
・
河
野
　
通
弘

イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
形
　
　
　
　
　
　

木
曾
敏
行

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
南
部
の
中
落
難
曲
　
　
貝
塚
　
爽
平

吉
野
川
下
流
南
岸
の
地
形
　
　
　
　
　
　
寺
戸
　
恒
夫

石
鎚
由
［
総
轄
下
の
地
帯
の
地
形
と
地
殻
逓
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
栄
次

奥
三
河
高
原
に
お
け
ゑ
織
穴
侵
蝕
の
分
布
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
隆
吉

八
ケ
岱
泥
流
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
守
屋
憲
久
夫

化
石
構
造
土
を
め
ぐ
る
請
問
題
　
　

藤
木
忠
美

昭
咽
瀦
騰
十
一
年
六
月
二
十
・
八
R
［
ム
ロ
風
四
讐
万
豪
雨
に
よ
る

横
浜
市
内
の
崖
く
ず
れ
に
つ
い
て
　
　
　
田
申
　
　
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
田
野
誠
一

鳴
子
貯
水
池
の
堆
稜
物
と
流
入
水
と
の
関
連
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
内
　
清
司
・
安
部

B
本
近
海
海
底
地
形
図
　
川
上
窟
代
四
・
茂
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
　
　
実
・
佐
藤

B
本
各
地
の
下
層
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林

任昭嘉
弘夫也望

庵
原
に
お
け
る
冬
季
最
低
気
温
・
風
の
局
地
気
候
的
特

性
　
　
　
岩
騎
　
　
尚
・
中
川
　
行
夫
・
小
中
原
　
実

最
低
気
温
分
布
－
に
お
よ
ぼ
す
地
形
・
植
生
等
の
影
響
の

評
価
に
関
す
る
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
　
　
尚

本
郷
台
、
白
山
に
お
け
る
地
下
水
位
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
田
　
重
夫

利
根
川
水
系
と
く
に
吾
妻
川
水
系
に
お
け
る
水
質
の
変

貌
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
一
二
井
嘉
都
夫
・
井
上
　
奉
生

都
市
化
の
進
展
と
水
害

　
－
桂
鮒
右
農
り
の
場
合
一
　
　
　
　
日
興
　
雅
義

台
湾
省
嘉
南
地
域
に
お
け
る
農
業
水
利
問
題

　
一
台
湾
省
農
業
地
域
研
究
部
　
報
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
　
操

中
国
の
農
業
水
利
の
塞
本
邸
動
向
　
　
　
西
村
　
愚
央

淡
路
島
の
温
室
園
芸
地
域
　
　
　
　
　
　
松
井
　
レ
貴
雄

わ
が
國
に
お
け
る
農
業
生
産
性
の
地
域
酌
差
異
と
そ
の

要
鐵
分
析
　
　
　
　
　
　
山
本
　
正
三
・
輿
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
藤
　
泰
伸
・
朝
野

日
本
の
労
鋤
人
口
の
現
状
と
将
来
予
測
　
浜

人
口
の
日
郷
移
動
か
ら
み
た
中
心
諸
核
岸
本

ヒ
マ
ラ
ヤ
地
論
力
の
入
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
同
率
［

わ
が
国
の
中
心
企
業
醐
地
に
つ
い
て
　
　
沢
田

籠英洋陸満三実彦一史

山
口
県
周
葉
地
域
に
お
け
る
温
州
ミ
カ
ン
の
塵
地
形
成

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
宅
　
暢
久

紀
ノ
珊
筋
に
お
け
る
紺
橘
の
産
地
構
造
　
坂
本
　
英
夫

開
墾
桑
園
の
性
格
と
構
造

一
鰍
即
1
・
第
2
次
の
囎
墾
桑
園
拡
火
の
比
乱
落
考
察
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
追
輝
通

大
都
市
灘
辺
に
お
け
る
農
業
地
域
の
諸
類
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
万
寿
男

河
内
地
方
に
お
け
る
耕
地
整
理
・
土
地
区
画
整
理
区
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
越
勝
秋

娩
肌
前
国
鮪
世
塵
郡
の
条
里
と
郡
家
お
よ
び
屯
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
尚
志

近
世
初
期
毛
利
藩
に
お
け
る
地
方
酌
中
心
集
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
健
太
郎

火
山
麓
の
開
発
に
関
す
る
一
考
察

　
i
特
に
岩
木
山
麓
を
中
心
に
1
　
福
田
　
　
徹

ス
ギ
の
さ
し
木
林
業
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村
安
一

西
国
衝
道
の
宿
駅
と
助
郷
に
つ
い
て
　
　
玉
置
　
哲
郎

根
模
大
山
信
仰
登
洩
集
落
形
成
の
基
盤

　
ー
ー
償
仰
登
瞑
集
轄
活
の
形
成
第
3
報
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
香
　
幸
雄

「
郷
土
出
身
人
物
」
の
地
域
差
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
徳
爾

地
國
地
名
の
標
準
化
　
　
　
　
　
　
　
　
山
日
恵
一
郎

読
図
学
の
提
唱
と
方
法
論
　
　
　
　
　
　
構
松
　
静
江

州
内
掛
の
洪
水
と
鶴
田
ダ
ム
の
意
義
　
　
服
部
　
信
彦

多
摩
州
水
系
三
沢
…
川
の
水
害

　
；
〃
開
発
”
に
と
も
な
う
〃
破
壊
”
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
滝
健
一
郎
・
角
南
　
　
泉

徳
島
漸
産
業
都
市
地
域
に
お
け
る
生
産
蕪
盤
の
燈
成
と

漁
業
補
優
鎗
2
報
　
　
　

．
　
重
見
之
雄

録
音
面
接
法
に
よ
る
八
丈
小
島
に
お
け
る
島
外
移
住
問

題
の
調
査
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
大
村
　
　
肇

漁
業
不
振
と
奥
．
丹
後
漁
…
村
の
変
貌
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学界消息

　
ー
ー
ー
拡
が
る
機
業
兼
業
ー
ー
　
　
　
　
島
田
　
正
彦

毛
利
藩
政
下
の
沿
岸
漁
村

　
一
特
に
長
廠
藩
領
を
中
心
と
し
て
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
宅
　
　
勇

ろ
う
石
山
の
帯
場
と
窯
業
の
立
地

　
－
岡
山
県
爽
部
の
耐
火
物
生
産
を
中
心
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
節
夫

小
都
市
・
厚
木
の
工
業
開
発
　
　
　
　
　
由
目
　
守
入

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
都
市
圏
の
大
鍛
輸
遜
方
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
神
　
　
弘

生
活
地
理
学
の
必
要
性

i
闘
民
生
活
の
変
化
と
都
市
集
積
を
中
心
と
し
で
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
馨
八
郎

〈
近
畿
の
地
形
〉
　
（
十
一
月
四
日
）

加
古
川
の
段
丘
地
形
　
　
　
　
　
　
　
　
大
辻
　
裕
彦

伊
勢
・
宮
川
の
段
丘
地
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
橋
　
昭
三
・
谷
村
　
光
司

紀
ノ
川
の
農
丘
地
形
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
橋
　
　
巌
・
川
勝
　
豊
久

花
醐
岩
山
地
に
お
け
る
風
化
地
形
に
つ
い
て
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地
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分
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義
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石
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に
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海
蝕
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の
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つ
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前
国
　
　
昇
・
高
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正
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巡
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の
た
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の
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・
地
質
概
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
山
　
高
幸
・
藤
出
　
和
夫

〈
蒋
別
研
究
発
表
〉
　
（
十
一
月
四
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郊
農
業
翻
の
形
成
と
地
域
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造
の
特
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擾
業
圏
と
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比
較
か
ら
み
た
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尾
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す
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諸
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河
野
　
通
陣

工
業
立
地
に
お
け
る
立
地
論
　
　
　
　
村
田
喜
代
治

京
阪
神
大
都
市
隅
に
つ
い
て
の
二
・
三
の
問
題
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